
★まちの元気＆魅力発信★★

http://www.city.ritto.shiga.jp/
ホームページアドレス

Ｒitto
広報りっとう

6
2016

No.929

　月に１度、その時都合のよい人で活動する「花和会」は、花の好
きな人が集うガーデニンググループ。「花と緑のガーデン事業」を
きっかけに、誕生しました。
　雑草で覆われていた花壇は美しい花でいっぱいにな
り、この日を楽しみに集うメンバーがたくさん。活動
後のティータイムは今日も話に花が咲きそうです。

・ともにつくる「安心な元気都市 栗東」… Ｐ ６
・「商工振興ビジョンロードマップ」と
　ロードマップに基づく事業実施計画を策定… Ｐ ７
・７月１日から「葉山地域包括支援センター」を開設… Ｐ ８
・春の褒章、危険業務従事者叙勲を受章… Ｐ10
・りっとう再発見
　市民ガイドの案内でわがまち栗東を再発見…Ｐ12

（下戸山グリーンハイツ「花和会」の皆さん）

特集：
花と緑の潤いまちづくり

花 + 緑 + 交流
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花
と
緑
の
潤
い
ま
ち
づ
く
り

■
「
花
と
緑
の
ガ
ー
デ
ン
事
業
」
を

活
用
し
、
美
し
い
地
域
づ
く
り

　

下
戸
山
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
に
あ
る

西
公
園
に
は
、
四
季
折
々
の
花
が
美

し
く
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
雑
草
が

生
い
茂
っ
て
い
た
花
壇
を
潤
い
あ

る
空
間
に
変
え
た
の
は
、「
花
和
会
」

の
皆
さ
ん
。

　
「
子
ど
も
会
で
作
っ
た
花
壇
が
雑

草
で
あ
ふ
れ
て
い
た
の
が
気
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
都
市
計

画
課
で
募
集
し
て
い
た
『
花
と
緑
の

ガ
ー
デ
ン
事
業
』
を
知
り
、
や
っ
て

み
よ
う
と
思
い
、
応
募
し
ま
し
た
。

都
合
の
つ
く
人
が
集
ま
り
、
花
の
世

話
を
き
っ
か
け
に
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
深
い
も
の
に
な
り
、
そ
の

和
が
大
き
く
な
れ
ば
と
、『
花
和
会
』

を
立
ち
上
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
し
た
」
と
語
る
世
話
人
の
今

村
勇
さ
ん
。

　

こ
う
し
て
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、

ど
の
よ
う
な
花
壇
を
作
る
か
都
市
計
画

課
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
師
と
と
も
に
話

し
合
い
、
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
。
平
成
26

年
11
月
、「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
」
が

開
か
れ
、
色
合
い
・
バ
ラ
ン
ス
・
肥
料

や
水
を
や
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
講
師

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
花
の
植

え
付
け
を
し
ま
し
た
。
定
期
的
な
活
動

に
よ
り
、
今
で
は
、
花
壇
は
色
と
り
ど

り
の
花
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

■
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で
交
流
し
、
地
域
の

絆
を
深
め
る

　

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
17
人
。
毎
月
第

１
土
曜
日
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
５
月

７
日
は
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
苗
を
花

壇
に
、
ル
ド
ベ
キ
ア
の
苗
を
金
勝
川
（
山

田
川
）
の
堤
防
沿
い
に
植
え
る
な
ど
、

約
１
時
間
30
分
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

活
動
後
は
毎
回
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
が
設

け
ら
れ
、
親
ぼ
く
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
「
引
っ
越
し
て
来
て
、
知
り
合
い
が

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
こ
で
い
ろ
ん

な
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」「
花
の
世
話
だ
け
で
な
く
、お
花
見
、

忘
年
会
な
ど
も
あ
り
、
い
つ
も
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
」「
子
ど
も
と
一
緒

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
は
子
ど

も
が
少
な
い
の
で
す
が
、
こ
こ
で
皆
さ

ん
に
あ
た
た
か
く
見
守
り
、
育
て
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
語
る
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
。

　
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
活
動
は
住
民
が
交

流
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
で
す
。
活

動
で
地
域
が
美
し
く
な
る
と
と
も
に
、

住
民
の
絆
も
深
ま
り
、一
石
二
鳥
で
す
」

と
今
村
さ
ん
。「
花
和
会
」
の
名
前
ど

お
り
、
花
を
と
お
し
て
、
地
域
の
和
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
住
民
同
士
の
交
流
に
つ
な
が
る

～
下
戸
山
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
「
花
和
会
」
～

２

3

３

作業をしながら、会話が弾みます

　

市
内
の
道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
空
間
を
彩
る
美
し
い
花
々
。
今
月
は
、「
花
と
緑
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
潤
い
の
あ

る
地
域
を
つ
く
ろ
う
と
取
り
組
む
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
地
域
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
活
動
は
、
住
民
の
交

流
や
魅
力
発
信
に
も
つ
な
が
り
、
栗
東
の
ま
ち
を
豊
か
に
し
て
い
ま
す
。
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植物や虫が好き
なので、いつも
楽しいです！

同じようにガーデニングに取
り組む、安養寺景観まちづく
り協議会の花と緑のガーデニ
ング部会からローズマリーを
いただきました。大切に育て
ます！

家庭ごみが捨ててあることも多かったので
すが、金勝川（山田川）の堤防沿いをきれ
いにしてから、ごみの投棄も減りました。
美しい花が咲くことで、通学する子どもた
ちや散歩する人も喜んでくださっています。

世話人・今村 勇さん

安部 准二さん

北尾 芳枝さん

高野誠
ま さ

大
と

さん（上）
　　寛

ひ ろ

大
と

さん

花が大好きで、教えていた経
験もあります。外でこのよう
にみんなでガーデニングをす
ると楽しく、心が安らぎます。
公園が美しくなるのも気持ち
いいです。

■「花と緑のガーデン事業」市民グループ募集
◦対象…自主的な活動を実践している、実践しよう

としている市民グループ、自治会など
◦開催期間…平成 28 年８月～平成 29 年２月
◦対象場所…市内（道路、公園の空地など）
◦費用…ガーデニング講座開催に伴う専門家派遣、

草花・樹木代・肥料・土壌改良の費用は予算範
囲内で市が負担します。

※個人が持ち帰る場合は、自己負担となります。
◦受付期間…６月１日㈬～ 30 日㈭まで（審査によ

り実施団体を２団体以内で決定します）

問都市計画課 景観・まちづくり係
　☎ 551-0116　 FAX 552-7000

「潤いのある景観まちづくり」にともに取り組みませんか

花と緑で
笑顔あふれる
ひととき。

　市では、「花と緑のガーデン事業」を実施しています。自主的な花と緑の活動が活発に継続していくように、
ガーデニング講座を開催することで皆さんを支援します。ガーデニングの講師も交えて皆さんと相談し、
工夫しながら開催しますので、まずはご応募ください。

　人通りの多い道
沿いで草が生い茂
り困っていた場所
を季節の花とハー
ブのある花壇に。
みんなで楽しみな
がら管理できるよ
うになりました。

　川沿いの土手を、四季を通
じて花が楽しめる花壇に。草
に埋もれていたアジサイも楽
しめるようになりました。

　広くて管理が大変な花壇の半
分を植え替えなしの植栽に変え、
手間を減らせるように。
一緒に花の苗を植えることで、子
どもたちにも親しみを持っても
らえるようになりました。

１
１）２）金勝川（山田川）の堤防沿いにルドベキア

の苗植え。夏は一体が黄色い花で彩られます。
３）みんなで協力しながら育む花壇。

■地域でこのように実践されています
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美
し
い
花
々
で
里
山
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る

～
金
勝
学
区
地
域
振
興
協
議
会
～

■
「
心
の
ふ
る
さ
と
金
勝
」
に
ふ
さ
わ

し
い
地
域
づ
く
り

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
金
勝
地

域
。
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
生
か
し
、

「
地
域
の
公
園
や
市
道
な
ど
に
ス
イ
セ

ン
や
コ
ス
モ
ス
を
植
え
、
緑
豊
か
な
田

園
風
景
と
里
山
の
原
風
景
に
合
う
花
を

咲
か
せ
、『
心
の
ふ
る
さ
と
金
勝
』
に

ふ
さ
わ
し
い
地
域
づ
く
り
を
し
よ
う
」

と
、
平
成
26
年
度
か
ら
地
域
振
興
協
議

会
が
「
金
勝
里
山
魅
力
づ
く
り
事
業
」

を
展
開
。
社
会
貢
献
活
動
の
活
性
化
を

目
指
す
、
本
市
の
元
気
創
造
ま
ち
づ
く

り
事
業
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
、
現
在

３
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

■
新
し
い
名
所
「
コ
ス
モ
ス
街
道
」「
ス

イ
セ
ン
街
道
」
を
目
指
し
て

　

取
組
み
は
、
自
治
会
長
４
人
で
構
成

さ
れ
る
実
行
委
員
会
を
中
心
に
、
18
自

治
会
が
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、７
月
に
コ
ス
モ
ス
の
種
、

10
月
に
ス
イ
セ
ン
の
球
根
を
各
自
治
会

に
配
布
。
金
勝
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

の
入
口
や
金
勝
寺
な
ど
の
観
光
名
所
に

も
そ
れ
ら
を
植
え
ま
し
た
。
自
治
会
な

ど
の
独
自
の
取
組
み
と
合
わ
せ
、
花

壇
や
道
路
沿
い
な
ど
に
春
は
ス
イ
セ

ン
、
秋
は
コ
ス
モ
ス
を
中
心
に
、
美
し

い
花
々
が
咲
き
誇
り
ま
し
た
。
ま
た
、

金
勝
産
の
間
伐
材
を
活
用
し
て
花
壇
を

作
製
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
金

勝
な
ど
３
か
所
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
に
設

置
。
植
え
ら
れ
た
ス
イ
セ
ン
が
利
用
者

の
癒
や
し
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
澤
九
麻
男
さ
ん
は
次

の
よ
う
に
語
り
ま
す
。「
地
域
に
は
金

勝
寺
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
遺
産
や

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
り
、
市
外
か

ら
多
く
の
人
が
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

先
進
地
も
視
察
し
、春
・
秋
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
に
金
勝
を
訪
れ
る
人
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
ス
イ
セ
ン
と
コ
ス
モ
ス

を
選
び
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
地
域
一
帯
で
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
環
境
へ
の
関
心
や
地
域
の
愛
着

に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

活
動
に
よ
り
、
地
域
内
の
ご
み
も
減

少
し
ま
し
た
。
将
来
は
、『
金
勝
と
い

え
ば
、
コ
ス
モ
ス
街
道
、
ス
イ
セ
ン
街

道
』
と
言
わ
れ
る
、
新
た
な
観
光
名
所

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
花
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
と

交
流
が
進
め
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

美
し
い
里
山
に
大
き
な
夢
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。 

元気創造まちづくり事業

子どもたちが人権の花「サルビア」を育てる

１）２）県道沿いのスイセ
ンや桜とともに咲くチ
ューリップは車窓から
も楽しめます 

３）間伐材で花壇づくり

山入自治会は、高齢者サロンのメンバーが花壇を作り、独自でチューリ
ップを植えました。看板は各自治会長が金勝産の間伐材で手作り。

１

２

３

　

市
内
小
学
校
で
は
、
毎
年
順
番

に
２
校
が
サ
ル
ビ
ア
を
育
て
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
花
び
ら
が

仲
良
く
寄
り
添
い
な
が
ら
咲
く

姿
か
ら
、
昭
和
61
年
に
大
津
地
方

法
務
局
と
滋
賀
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
が
、
サ
ル
ビ
ア
を
「
人

権
の
花
」
に
指
定
。「
命
を
大
切

に
す
る
思
い
」「
み
ん
な
で
協
力

し
合
う
習
慣
」「
相
手
を
思
い
や

る
心
」
を
子
ど
も
た
ち
に
持
っ
て

も
ら
お
う
と
、
県
全
体
で
子
ど
も

た
ち
が
サ
ル
ビ
ア
を
育
て
る
「
人

権
の
花
運
動
」
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、
本
年
度
、
大

宝
小
学
校
と
治
田
東
小
学
校
で

運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

人権の花のことを
詳しく教えてもらったよ

人権擁護委員の夏見さん（右）から話を聞きました（大宝小）
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◦花と緑の潤いまちづくり◦◦

ま
ち
の
玄
関
口
、
Ｊ
Ｒ
栗
東
駅
周
辺
に
彩
り

～
大
宝
学
区
地
域
振
興
協
議
会
～

■
栗
東
市
を
訪
れ
る
人
に
地
域
の
魅
力

を
伝
え
る

　

大
宝
学
区
の
皆
さ
ん
が
日
常
的
に
利

用
す
る
、
Ｊ
Ｒ
栗
東
駅
。「
駅
周
辺
を
い

つ
ま
で
も
快
適
な
空
間
と
し
て
保
持
し
、

住
民
の
環
境
美
化
に
対
す
る
意
識
を
高

め
よ
う
。
ま
た
、
市
民
を
は
じ
め
、
本

市
を
訪
れ
る
人
に
こ
の
地
域
の
魅
力
を

伝
え
よ
う
」
と
、
平
成
27
年
度
か
ら
地

域
振
興
協
議
会
に
よ
り
「
栗
東
駅
周
辺

環
境
美
化
事
業
」
が
開
始
。「
金
勝
里

山
魅
力
づ
く
り
事
業
」
と
同
様
、
元
気

創
造
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
一
つ
と
し
て

行
わ
れ
、
２
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
■
花
が
持
つ
、
人
の
心
を
和
ま
せ
る
力

で
笑
顔
や
交
流
が
広
が
る　

　

取
組
み
は
、
約
20
人
で
構
成
さ
れ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
実
施
。
毎
月
第
２
土
曜
日
に
集
合

し
、
栗
東
駅
東
口
の
環
境
美
化
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
７
月
に
プ
ラ
ン
タ
ー
に

ジ
ニ
ア
を
植
え
、
駅
の
噴
水
周
辺
に
設

置
。
12
月
に
パ
ン
ジ
ー
に
植
え
替
え
、

季
節
の
花
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
滝
形
状
と
な
っ

て
い
る
壁
面
に
、
夏
は
琉
球
ア
サ
ガ

オ
、
冬
は
パ
ン
ジ
ー
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を

設
置
。
水
に
代
わ
り
、
花
で
滝
を
演
出

し
ま
し
た
。
水
や
り
や
清
掃
も
定
期
的

に
行
い
、
駅
前
が
住
民
の
力
で
美
し
い

環
境
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
「
栗
東
駅
は
ま
ち
の
玄
関
口
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
こ
に
降
り
た
人
に
、
美
し

い
駅
だ
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
が

で
き
れ
ば
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
栗
東
の
ま
ち
全
体
の
美
し
い
イ

メ
ー
ジ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
無
理
な

く
、
楽
し
い
こ
と
を
第
一
に
活
動
し
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
重
ね
て
い
ま
す
。

　

始
め
は
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
駅

前
を
歩
く
人
が
『
き
れ
い
な
花
を
咲
か

せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』『
ご
く
ろ
う

さ
ま
』
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
こ
と

が
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
や
た

ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
も
減
り
ま
し
た
。
花

に
は
人
の
心
を
和
ま
せ
る
力
が
あ
り
、

花
を
通
じ
て
笑
顔
や
交
流
が
広
が
り
ま

す
。
今
後
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
市
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
語
る
、
代

表
の
吉
仲
幸
子
さ
ん
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
ま
ち
の
玄

関
口
に
潤
い
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

元気創造まちづくり事業

～市内に広がれ！優しい思いやりの心～

昨年７月、色とりどりのジニアを東口に設置。より多くの皆さんに
取組みを知ってもらうため、広報活動も強化される予定です。

１

２

３

１）定期的な除草作業
２）３）壁面や噴水周辺を
　花で演出

 ２）治田東小 ３）大宝小で種まき

　

大
宝
小
学
校
で
は
、
５
月
９

日
、
５
・
６
年
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
委
員
会
の
23
人
が
人
権
擁
護

委
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
プ

ラ
ン
タ
ー
に
種
を
ま
き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
の
優
し
い
気
持
ち

を
育
む
と
と
も
に
、
人
権
の
花
と

し
て
地
域
に
広
め
て
い
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
語

る
地
域
の
人
権
擁
護
委
員
・
夏
見

き
み
子
さ
ん
。「
サ
ル
ビ
ア
が
人

権
の
花
だ
と
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
、
み
ん
な
で
大
切

に
育
て
た
い
で
す
」
と
委
員
長
の

中
尾
優
心
さ
ん
。

　

児
童
に
よ
り
大
切
に
育
て
ら

れ
た
花
は
、
秋
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
老
人
福
祉

施
設
な
ど
に
届
け
ら
れ
る
予
定

で
す
。

２

３
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と
も
に
つ
く
る
「
安
心
な
元
気
都
市 

栗
東
」

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
に
よ
り
、
対
話
型
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
意
見
や
提
案
を
政
策
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
声
を
市
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

市
長
と
気
軽
に

栗
東
ま
ち
づ
く
り
座
談
会

市
長
へ
の
手
紙

市
長
の
こ
ん
に
ち
は
ト
ー
ク

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

　

市
長
が
自
ら
各
地
域
に
伺
い
、
市
政

の
状
況
報
告
後
、
皆
さ
ん
と
意
見
交
換

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
第
１
回
、２
回
合
わ
せ
て
、

９
学
区
、
合
計
２
３
２
人
の
皆
さ
ん
の

参
加
が
あ
り
、
貴
重
な
意
見
や
提
案
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
日
程
は
７
月
号
の
広
報
に

掲
載
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
出
前
ト
ー
ク

　

暮
ら
し
に
身
近
な
問
題
や
市
の
事
業

な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん

に
選
択
し
て
い
た
だ
き
、
市
長
や
市
職

員
が
伺
っ
て
お
話
す
る
場
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
合
計
89
回
、
延
べ

２
３
２
４
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
実
施

し
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
毎
年
見
直
し
、
常
に
新

し
い
話
題
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
の
ト
ー
ク
メ
ニ
ュ
ー

と
申
込
み
方
法
は
別
冊
折
り
込
み
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
出
前
ト
ー
ク
の
一
つ
と

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
活
動

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
も
と

に
市
長
が
伺
い
、
直
接
語
り
合
う
こ
と

で
、と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
合
計
３
団
体
、
84
人
と

語
り
合
い
ま
し
た
。

■�

ト
ー
ク
の
お
相
手
…
市
内
の
自
主
的

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
・

団
体
で
、
10
人
～
30
人
程
度
（
た
だ

し
、
政
治
、
宗
教
ま
た
は
営
利
を
目

的
と
し
た
グ
ル
ー
プ
・
団
体
は
除
き

ま
す
）。

■�

日
時
…
平
日
、
土
・
日
・
祝
日
を
問

わ
ず
、
９
時
～
21
時
の
間
で
、
時
間

は
１
時
間
30
分
ま
で
。

■�

ト
ー
ク
の
内
容
…
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
せ
る
内
容
で
、
事
前
に
対
象
グ
ル

ー
プ
と
調
整
し
ま
す
。

■�

ト
ー
ク
の
運
営
方
法
…
グ
ル
ー
プ
・

団
体
の
主
体
的
な
運
営
と
し
ま
す
。

※�

同
一
グ
ル
ー
プ
と
の
定
期
的
な
対
話

は
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
要
望
、

陳
情
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
昨
年
度
の
実
施
結
果
な
ど
の
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
市
政
に
つ
い
て

の
意
見
や
提
案
に
市
長
が
回
答
し
ま
す
。

　

昨
年
度
の
手
紙
は
１
４
５
通
、
意
見

な
ど
の
件
数
は
１
８
２
件
で
し
た
。

　

広
報
４
月
号
の
様
式
を
利
用
い
た
だ

く
ほ
か
、
は
が
き
や
私
製
の
封
書
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
な
ご
や
か
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
に
も
用
紙
を
設
置
し

て
い
ま
す
。　

　

市
の
基
本
的
な
計
画
・
条
例
な
ど
を

つ
く
る
段
階
で
、
趣
旨
、
内
容
を
公
開

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
８
件
の
案
に
対
し
て
、

２
件
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
す
る
案
件
は
、
そ
の
都
度
、
広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
広
報
課
（
市
民
対
話
室
）

　

広
報
・
広
聴
係

  

☎
551-

０
６
４
１ 　

554-

１
１
２
３

FAX

５月 10 日、安養寺みどり会の皆さんと語り合いました



7 広報りっとう　　　2016. ６. １　No.929

りっとうの
商工振興

「
商
工
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
く
事
業
実
施
計
画
を
策
定

　

栗
東
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

（
平
成
24
年
４
月
施
行
）
や
栗
東
市

商
工
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
平
成
25
年
４

月
策
定
）
の
実
現
に
向
け
た
道
筋
を

示
す
た
め
の
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と

具
体
的
事
業
を
示
し
た
「
事
業
実
施

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

栗
東
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

の
基
本
理
念
、
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
中
小
企
業
の
振
興
を
通
じ
た
本

市
発
展
の
た
め
の
施
策
を
示
し
た
栗

東
市
商
工
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
施
す

る
た
め
の
道
筋
と
な
る
も
の
で
す
。

　

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
位
置
づ
け
た
施

策
で
、
栗
東
市
総
合
戦
略
に
反
映
す

べ
き
も
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
前
半

期
５
か
年
（
平
成
27
～
31
年
度
）
で

実
施
す
る
具
体
的
事
業
を
示
し
た
も

の
で
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
本
年
度
事
業
の
詳
細
は
今

後
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は

事
業
実
施
計
画
と
は

問
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

  

☎
551-

０
２
３
６ 　

551-

０
１
４
８

FAX

中小企業振興とまちづくりを両輪で進めることではじめて成果が生まれます！

平成 28 年度の具体的な事業（栗東市総合戦略より抜粋）

１．まち
　　　・空きテナントの現況調査
　　　・マスコットキャラクター活用によるＰＲ
　　　・栗東観光案内所の運営体制充実
　　　・湖南４市広域観光推進
　　　・こんぜめぐりちゃんバス運行　など
２．ひと
３．しごと
　　　・小規模事業者持続化補助金制度創設
　　　・定期相談窓口の開設
　　　・空きテナント活用によるチャレンジショップ
　　　・域内調達拡大運動
　　　・滋賀県緊急経済対策資金などの信用保証料助成制度の拡大延長　
　　　・地域ならではの工夫による地域資源の活用、起業支援　など

中小企業者
市 大企業

市民 その他
連携・協働

中小企業などをはじめ、市、大企業、市民、その他の団体
それぞれが連携・協働し、中小企業の振興を図る

より住み続けたくなるまち栗東の実現

　

６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の

一
週
間
は
「
男
女
共
同
参
画
週

間
」
で
す
。
男
女
共
同
参
画
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
一
人

ひ
と
り
の
取
組
み
が
必
要
で

す
。
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
平
成
28
年
３
月

「
ま
ち
づ
く
り
女ひ

と

と
男ひ

と

の
共
同
参

画
プ
ラ
ン
（
第
５
版
）」
を
策
定

し
ま
し
た
。
市
民
・
事
業
所
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
社
会
情
勢

の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
そ

れ
ま
で
の
第
４
版
を
改
定
し
た

も
の
で
す
。

　

基
本
理
念
は
「
女ひ

と

と
男ひ

と

が
と

も
に
歩
み
、
と
も
に
輝
く
社

会
」
で
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
を
も

と
に
し
て
、
男
女
共
同
参
画
の

た
め
の
施
策
に
取
り
組
み
、
男

女
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
し
、
多
様
性
を

認
め
合
え
る
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

男女共同参画社会を目指して「意識をカイカク。男女でサンカク。社会をヘンカク。」
問
自
治
振
興
課

  

男
女
共
同
参
画
推
進
係

  

☎
551-

０
２
９
０

 　

551-

０
４
３
２

FAX

※タイトルは本年度のキャッチフレーズ
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40歳～64歳も特定健診の一部負担金が無料に

７月１日から「葉山地域包括支援センタ－」を開設

国民健康保険に加入の40歳～74歳の皆さん

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

  

☎
551-

０
２
８
５ 　

551-

０
５
４
８

　メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に
着目した特定健診は、糖尿病、高血圧症、脂質異常
症などの生活習慣病の予防を目的としています。
　市では、６月１日から特定健診を受診できるよ
う、５月中に国民健康保険（国保）加入の40～
74歳の人に受診券を送付しています。

健診日 健診会場 予約・問合せ

8月10日㈬

ＪＡ栗東市小野支店

滋賀県厚生農業
協同組合連合会

（ＪＡ滋賀厚生連）
☎ 521-1708

8月17日㈬

9月21日㈬

10月28日㈮

葉山中学校区
（７月１日～）

栗東市葉山地域包括支援センター
（出庭 697-1 特別養護老人ホーム淡海荘内）
☎ 552-5280  FAX 551-2323

栗東中学校区・
栗東西中学校区

栗東市地域包括支援センター
（安養寺 1 丁目 13-33 市役所長寿福祉課内）
☎ 551-0285  FAX 551-0548

問保険年金課 国民健康保険係（特定健診、受診券発行など）
　　☎551-1807　 FAX 553-0250
　健康増進課 健康管理係（健診全般）
　　☎554-6100　 FAX 554-6101

◦場所…県内の実施医療機関および下表の集団健
診も利用できます。電話予約の上、受診ください。

◦実施期間…６月１日㈬～10月31日㈪
◦�持ち物…国保被保険者証、特定健診受診券、記

入済み質問票、前年度の健診結果票（お持ちの
人のみ）

◦自己負担金…無料
※平成28年４月以降に国保に加入をした人には

受診券が送付されません。受診を希望する人
は、保険年金課国民健康保険係にお問合せくだ
さい。

■７月から９月の間の受診にご協力ください
　医療機関は例年、６月は校医健診、10 月から
はインフルエンザ予防接種などで混み合います。
できるだけ７月から９月の間に受診いただきます
よう協力をお願いします。

　特定健診を受診した受診結果をもとに、メタボ
リックシンドロームの状態にある人や予備群とな
っている人を対象に、生活習慣改善のための情報
提供や指導（特定保健指導）を行います。

■服薬・通院中の皆さんは検査データの提供を　
　治療に伴う検査には特定健診の検査項目が含ま
れていることが多いため、協力をお願いします。
　特定健診受診券と被保険者証を持参し、かかり
つけ医（特定健診実施医療機関）にご相談ください。
■勤務先で健診を受けた皆さんへ
　勤務先などで健診を受けた人が必要な検査項目
を満たしている場合、健診結果を提供すると、特
定健診を受診されたものとしています。改めて特
定健診の受診は必要ありません。

特定健康診査（特定健診）

特定保健指導

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
そ
の
人
ら
し
い

生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
介
護
や
福
祉
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に
支
え
る
た

め
の
お
手
伝
い
を
す
る
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。

　

7
月
1
日
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
淡
海

荘
内
に
、
市
内
で
2
か
所
目
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

主任介護支援専門員・社会
福祉士・保健師の 3 人で力
を合わせていきます。気軽
にご利用、ご相談ください。

FAX
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平成27年度情報公開制度・個人情報保護制度の利用状況
◦公正で開かれた市政の実現を目的に、情報公開

条例と個人情報保護条例を制定し、市が保有す
る行政文書や自己の個人情報を皆さんからの請
求に応じて公開・開示しています。

　平成27年度の利用状況は、下記のとおりです。
◦市が保有する行政文書や自己の個人情報の公

開・開示を希望するときは、各課窓口または総
務課情報公開係にて、所定の請求書に必要事項
を記入して提出してください。

　なお、個人情報の開示請求に際しては、運転免
許証などの本人確認書類の提示が必要です。

◦１階住民サロンの情報公開コーナーには、市議
会の議事録や統計書などの行政資料を皆さんに
見ていただけるように設置していますので、気
軽にご利用ください。

実 施 機 関 決定件数 公開 部分公開 非公開 不存在 不服申立件数 棄却
 市 長 31 10 17 ０ ４ ０ ０

　
　
　
　

 政 策 推 進 部 １ １

 総 務 部 ７ ７

 市 民 部 ２ １ １

 健 康 福 祉 部 ５ ２ １ ２

 環 境 経 済 部 ３ ２ １

 建 設 部 13 ５ ７ １

 会 計 課 ０

 市長（上下水道事業所） １ １

 教 育 委 員 会 16 12 ２ １ １ １ １

 選挙管理委員会 ０

 公 平 委 員 会 ０

 監 査 委 員 １ １

 農 業 委 員 会 ０

 固定資産評価審査委員会 ０

 議 会 ０

合 計 49 23 20 １ ５ １ １

実 施 機 関 決定件数 開示 部分開示 非開示 不存在 不服申立件数
 市 長 14 ３ 10 ０ １ ０

 総 務 部 14 ３ 10 １

合 計 14 ３ 10 ０ １ ０

問総務課 情報公開係
☎551-0103　 FAX 554-1123

※非公開（部分公開を含む）となっ
た理由

①個人に関する情報が含まれてい
たため

②法人等情報が含まれていたため
③意思形成過程情報が含まれてい

たため

※非開示（部分開示を含む）となっ
た理由

①第三者の個人に関する情報が含
まれていたため

▼平成27年度情報公開制度の利用状況

▼平成27年度個人情報保護制度の利用状況

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
選
挙
権
年
齢
が
こ
れ
ま
で
の

満
20
歳
以
上
か
ら
満
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
改
正
は
、
平
成
28
年
６
月

19
日
以
降
に
公
示
さ
れ
る
国
政
選

挙
か
ら
適
用
さ
れ
る
た
め
、
本
年

７
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
る

見
込
み
で
す
。

　

満
18
歳
以
上
満
20
歳
未
満
の
人

が
、
新
た
に
選
挙
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
政
治
や
選
挙

に
関
心
を
持
ち
、
大
切
な
一
票
を

投
じ
ま
し
ょ
う
。

選挙権年齢が「満18歳以上」に
引き下げられます

問
選
挙
管
理
委
員
会

  

☎
551-

０
１
０
３　

554-

１
１
２
３

FAX

※個人情報保護制度の利用状況は、請求のあった実施機関のみ掲載しています。
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防災・防犯情報を配信しています
　本市では、防犯情報のほか、防災行政無線のス
ピーカーから放送している防災情報などをメール
配信しています。
　配信する情報は、①防犯情報（不審者情報など）
②気象警報（大雨などの気象警報）③土砂災害警
戒情報④竜巻注意情報⑤震度情報（地震発生後の
震度情報）⑥国民保護情報（ミサイル攻撃情報な
ど）です。
＜登録方法＞
◦パソコンまたは、携帯電話から次のアドレスに

空メールを送信してください。
　entry@city-ritto.jp
※右のＱＲコードからも
　メール送信ができます。
◦登録案内メールが届きます。
◦画面の案内に従い、登録ください。

＜注意事項＞
◦迷惑メール対策としてドメイン指定受信を設

定している人は、解除するか、先にドメイン
「city-ritto.jp」を登録してください。

◦防災・防犯情報配信システムでは、登録から
12 か月が経過すると、メール配信の継続を確
認するメールを自動送信しています。

　配信継続を希望する人は、お手数ですが、案内
に従い、継続登録ください。

※確認メールの配信から 14日経過すると自動的
に登録解除となります。

問危機管理課 総合防災・危機管理係、防犯係
☎551-0109　 FAX 551-0149

 

春の褒章、危険業務従事者叙勲を受章された皆さん
おめでとうございます！

藍綬褒章
澤 絢子さん
（手原）

　

平
成
８
年
か
ら
現
在
ま
で
の
20
年
間
、

保
護
司
と
し
て
活
躍
。
人
々
の
立
ち
直
り

を
支
援
す
る
更
生
保
護
と
犯
罪
予
防
に
尽

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
外
国
人
や
少
年
ら
を
中
心
に
39
人
の

更
生
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
保
護
司

は
、
対
象
者
の
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
に
関
わ
る
重
要
な
職
務
。
心
の
疼
き

を
聴
き
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
社
会
復
帰

が
で
き
る
よ
う
に
懸
命
に
務
め
て
き
ま
し

た
。
関
わ
っ
た
人
々
か
ら
学
ば
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
。
対
象
者
が

社
会
復
帰
し
て
輝
い
て
い
る
姿
に
励
ま
さ

れ
、
関
係
機
関
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え

て
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
」。

藍綬褒章
清水 達実さん

（蜂屋）

　

昭
和
57
年
に
栗
東
町
消
防
団
（
当
時
）

に
入
団
。
平
成
24
年
に
栗
東
市
消
防
団
副

団
長
、
本
年
４
月
、
団
長
に
就
任
。
現
在

に
至
る
ま
で
の
34
年
間
、
消
防
活
動
を
は

じ
め
、
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
尽
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
で
火
災
や
冠
水
な
ど
が
起
こ
れ

ば
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
一

刻
も
早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
平

成
25
年
の
台
風
18
号
で
は
、
避
難
勧
告
が

発
せ
ら
れ
、
ひ
っ
迫
す
る
状
況
下
で
、
市

民
の
命
を
守
る
た
め
、
副
団
長
と
し
て
、

団
員
を
統
制
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
栗
東

市
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め

に
懸
命
に
取
り
組
み
ま
す
」。

瑞宝双光章
小林 宏次さん
（霊仙寺）

　
「
第
26
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
を

受
章
。
昭
和
38
年
か
ら
平
成
17
年
ま
で
42

年
間
に
わ
た
り
、
警
察
職
務
に
携
わ
り
、

主
に
刑
事
警
察
部
門
で
活
躍
。
的
確
な
初

動
警
察
活
動
に
よ
り
、
被
疑
者
の
早
期
検

挙
や
、
鑑
識
業
務
を
通
じ
て
事
件
解
決
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
殺
人
事
件
な
ど
の
凶
悪
事
件
を
担
当
す

る
こ
と
も
多
く
、
早
朝
・
深
夜
に
関
わ
ら

ず
現
場
に
向
か
い
ま
し
た
。
迅
速
な
鑑
識

業
務
は
、
そ
の
後
の
事
件
解
決
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
危
険
や
緊
張
を
伴
う
職
務

で
す
の
で
、
退
職
時
は
、
ほ
っ
と
し
た
気

持
ち
の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
今
回

の
受
章
は
皆
さ
ま
方
の
お
か
げ
で
す
」。
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子育て情報
～おいしく食べて、心も体も健康に～
　本市では平成27年度～ 31年度を計画期間とし
た「第２次栗東市食育推進計画」を策定し、食育
を推進しています。

◎「野菜料理を１皿ふやす」
　野菜は「健康に良い」と理解していても、意識
しなければ十分な摂取をすることができません。
朝食から野菜を食べるには、前日にサラダを作っ
ておいて冷蔵庫に入れておいたり、前日の夕食時
に多めに野菜を切っておき、朝に具だくさんの味
噌汁や洋風・中華風のスープを作ったりするのも
おすすめです。

◎「食事を通してコミュニケーションをはかる」
　孤食が多い子どもは、「いらいらする」「頭が痛
くなりやすい」など何となく体調が悪いという自
覚症状を訴えることが多いといわれます。家族と
食事をとることは、マナーや社会性を育てます。
　また、幼いころからみんなで食べる楽しさを経
験していると、人の気持ちが分かるようになり、
思いやりの心が育ちます。家族で食事をとる機会
が少なくなってきている時代だからこそ、家族で
食べる貴重な機会をどう活

い

かすか、その質のあり
方がいっそう重要になっています。

◎「農業や調理の体験活動をおこなう」
　子どもが苦手な食べ物は、経験によって好きに
なることがあります。たとえば、ミニトマトの栽
培経験をした後にトマトを食べるようになった
り、レタスをちぎる手伝いをすることで食べる量
が増えたりすることがあります。ベランダや庭で
野菜を育てたり、野菜の収穫などの農業体験など
に参加するのもおすすめです。

～不法投棄のないまちに～

　所得にかかる税金として、所得税は国に納
める税金（国税）ですが、地方自治体（市町
村、都道府県）に納める税金（地方税）が住
民税（市県民税）です。
　住民税は、１月１日（賦課期日）現在、住
民票のある市町村が前年中の所得をもとに課
税します。住民票がなくても、１月１日現
在、生活の本拠がその市町村にあった場合
は、その市町村が課税します。
　給与所得にかかる住民税を給与から引き去
る場合は勤務先を通じて、それ以外の人は６
月に納税通知書を
送付します。納め
忘れのないようお
願いします。

市民税・県民税納税通知書を送付

問税務課 市民税係　
　　　　 ☎ 551-0106　 FAX 551-2010

問環境政策課 生活環境係
　☎ 551-0341　 FAX 554-1123

　不法投棄は人目につかない所や管理が不十
分な場所で多く見られます。土地の所有者
は、雑草の除去など、こまめな管理を心がけ
てください。
　また、家庭のごみは決められた集積場に出し
てください。事業所のごみは出すことができま
せん。間違った出し方をすると、不法投棄とみ
なされることがあるので注意しましょう。
　もし、投棄者に遭遇したら、むやみに接触
することは避け、草津警察署(☎563-0110)
または下記へご連絡ください。
■「全国ごみ不法投棄監視ウィーク」
　５月30日（ごみゼロの日）～６月５日（環境の日）
　不法投棄監視員やボランティアの皆さんと
ともに監視パトロールに取り組み、特にこの
期間は活動を強化しています。
■不法投棄ボランティア監視員募集
　普段の買い物や通勤、散歩などのお出かけ
の際にパトロールをしてもらいます。協力可
能な人はご連絡ください。

　元気な返事と話し言葉
～栗東市子育てのための12か条＜人との接し方５か条＞～

問健康増進課 母子保健係
　☎ 554-6100　 FAX 554-6101

重点的な取組み
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りっとう
再発見

《葉山小学校》「思いやりの葉」

友だちに　ダメだと言える　思いやり
～平成27年度人権啓発標語 佳作作品～

市民ガイドの案内で
わがまち栗東を再発見

119

　

市
内
に
は
数
多
く
の
自
然
遺
産
、

文
化
遺
産
が
あ
り
ま
す
。

　

栗
東
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ
イ

ド
協
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
観
光
名
所

を
バ
ス
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り
、

市
民
ガ
イ
ド
が
案
内
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
は
、
市
民
な
ら
で
は
の
視
点

と
親
し
み
や
す
さ
で
市
内
の
魅
力
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
し
た
皆

さ
ん
に
も
好
評
で
す
。

　

特
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
ガ
イ
ド

が
自
ら
歩
い
て
、
お
す
す
め
の
モ
デ

ル
コ
ー
ス
を
設
定
。
こ
の
コ
ー
ス

は
、
冊
子
「
栗
東
を
歩
こ
う
」
で
発

信
し
て
い
ま
す
（
栗
東
市
観
光
物
産

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
）。

　

モ
デ
ル
コ
ー
ス
以
外
に
も
、
要

望
に
応
え
て
観
光
名
所
を
選
択
し
、

コ
ー
ス
を
設
定
し
て
案
内
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
原
則
と
し
て
10
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
で
、
２
週
間
前
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

５
月
22
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観

ガ
イ
ド
と
歩
く
金
勝
山
ハ
イ
キ
ン
グ

を
企
画
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
※
。
今
後

も
、
皆
さ
ん
に
栗
東
の
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
え
る
企
画
を
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ
イ

ド
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
民
ガ
イ

ド
と
し
て
、
一
緒
に
栗
東
の
素
晴
ら

し
い
自
然
遺
産
や
文
化
遺
産
を
発
信

し
ま
せ
ん
か
。

※
案
内
の
様
子
は
、「
ほ
っ
と
栗
東
」

で
放
映
し
ま
す
。
放
送
日
時
は
、

13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
栗
東
市
子
育
て
の
た
め
の
12
か

条
」
を
受
け
、
葉
山
小
学
校
で
は
「
五

つ
の
合
言
葉
」
を
も
と
に
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
「
自
分

の
思
い
を
伝
え
よ
う
」
と
い
う
合
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
、
昇
降
口
入
っ

て
す
ぐ
の
壁
一
面
に
「
き
ら
き
ら
の

木
」
を
掲
示
し
ま
し
た
。
全
校
の
子
ど

も
た
ち
が
、
温
か
い
言
葉
が
け
や
温
か

い
ふ
る
ま
い
を
受
け
た
と
き
の
気
持
ち

を
書
き
込
ん
だ
「
思
い
や
り
の
葉
」
を

貼
り
足
し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
の
木
を

大
き
く
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
給
食
が
終
っ
た
と
き
、
○
○
さ

ん
が
、『
い
っ
し
ょ
に
持
っ
て
あ
げ

る
』
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、『
あ

り
が
と
う
』
と
言
い
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
、
と
今
も
思
い
ま
す
」。

　

着
飾
っ
た
言
葉

で
な
く
、
さ
り
気

な
い
言
葉
や
ふ
る

ま
い
の
中
に
あ
る

や
さ
し
い
気
持
ち

を
互
い
に
感
じ
合

い
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

く
り
ち
ゃ
ん
元
気
い
っ
ぱ
い
運
動
　
第
３
弾

＊
あ
り
が
と
う
が
言
え
る
子
育
て
　
　
＊
27

FAX
問
学
校
教
育
課　

　

☎
551-

０
１
３
０

　
　

551-

０
１
４
９

栗東の各所を楽しく案内します
問栗東市ボランティア観光ガイド協会事務局
　（商工観光課内）☎ 551-0126　 FAX 551-6158

（出発）手原駅／（到着）草津駅
☆東海道コース
　手原稲荷神社 → 旧和中散本舗 → 
　新善光寺
☆金勝寺コース
　金勝寺 → 馬頭観音堂 → 金

こん　たい　じ

胎寺 → 
　大野神社
☆鈎の陣コース
　渡辺代官跡 → 上鈎池 → 永正寺 → 

安養寺 → 栗東歴史民俗博物館
☆巨木コース
　稲荷神社 → 井口天満宮 → 大宝神社 

→ 五
い お の い

百井神社
☆自然コース
　県民の森 → 九

く 　 ぼ ん

品の滝 → 五百井神社 
→ 栗東自然観察の森

☆名勝庭園コース
　安養寺 → 旧和中散本舗 → 新善光寺
☆古墳コース
　手原遺跡 → 椿山古墳 → 出土文化財

センター和田古墳
☆金勝山ハイキング：金勝寺 → 
　竜王山 → 狛坂磨崖仏 → 上桐生

栗東を楽しむ！モデルコース

※栗東市観光物産協会ホームページ（http://
www.ritto-kanko.com/）でも発信中！
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キラリ☆りっとう

　差別する　あなたを見ている　子どもの目
～21世紀スローガンコンテスト 優秀賞作品～

キラリと光る栗東ならではの歴史、ブランド、企業、取組みなどを紹介しています。

今月のキラリ★ブランド

横ヶ峯展望所（馬頭観音堂前）

　今月、くりちゃんがやって来たおすすめスポッ
トは、三上山（近江富士）の頂上よりも高く、栗
東から野洲にかけての町並みが楽しめる横ヶ峯展
望所（馬頭観音堂前）です。横ヶ峯展望所は、金
勝寺から徒歩35分のところにあり、金勝山ハイ
キングコースの登山口となる所です。
　ここからの眺望は素晴らしく、眼下にはJRA

問商工観光課 観光振興係
　☎551-0236　 FAX 551-0148
　栗東観光案内所 ☎551-0126　 FAX 551-6158

栗東トレーニングセンターの全景を眺めることが
でき、琵琶湖や比良の山並みが広がります。
　高倍率の双眼鏡（有料）も設置していますので、
栗東が誇る眺望をお楽しみください。

今月のキラリ★企業

パナソニック株式会社 エコソリューションズ社 栗東工場

　弊社栗東工場は、
1970年（昭和45年）
に「雨とい」の生産
拠点として誕生し、
昨年 操業45周年を
迎えました。
　主力商品は、硬質塩化ビニル樹脂の中に、スチ
ール芯を入れ、一体化させた「アイアン雨とい」
です。プラスチックの特長である「腐食しない」
「優れた耐久性」とスチールの「強度」を合わせ
持った高品質な他社にない商品で、業界トップレ
ベルまで成長しました。
　現在は、雨とい商品を大切にしつつ、独創的な

素材技術・製造技術・商品設計技術を活
い

かし、新
たな事業分野へ踏み出すとともに、「快適＆エコ」
を基軸として、お客様の生活価値創造を追求し、
さらなる成長を目指しています。
　また、地域貢献活動の一環として、栗東市に雨
水貯留タンク「レインセラー」の寄贈、登下校の
子どもの防犯・安全指導支援に「おかえりガード
ハウス」の設置、工場周辺の除草や清掃の実施な
どで地域活動にも取り組んでいます。
　今後も地域活性化の一翼を担えるよう、事業に
励んでまいります。

■住所…出庭19
　　　　☎552-0405　 FAX 552-0406
■ホームページ…http://sumai.panasonic.jp/amatoi/

市役所に設置されている雨水貯留タンク（左）と主力製品の雨とい

■「ほっと栗東」に横ヶ峯展望所が登場
　ＢＢＣびわ湖放送地上波広報番組「ほっと栗東」は、
２週連続で金勝山ハイキングコースの見所を紹介しま
す。横ヶ峯展望所も紹介していますので、ぜひご覧く
ださい。
◦放送日時…６月 11 日㈯・18 日㈯　18:05 ～ 18:10

＜外観＞
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５月15日（京都競馬場）
　栗東の名前を冠したレース「栗東ステー
クス」に合わせ、本市をＰＲする物産展
が行われました。本市の特産品を揃えた物
産展は来場者に好評。マスコットキャラク
ター「くりちゃん」も、栗東の魅力を発信
するため、頑張りました。

４月10日（下戸山地域）
　４月中旬に、下戸山地域の「はなももロ
－ド」にある15本のハナモモが満開になり
ました。この時期に合わせ、ロード沿いの
ハーブガーデンカフェで、クロマチック・
ハーモニカの野外コンサートが開催。美し
い音色がロード一帯に響き渡りました※。

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
義
援
金

個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
身
近
に

５月６日（市役所）　
　安養寺東子ども会の皆さんが熊本地震災
害義援金を市に届けてくれました。みんな
で相談して自主的に募金箱を手作りし、５
月３日の祭りで、みこしをかつぎながら集
めてくれた子どもたち。貴重な義援金は、
日本赤十字社を通じて、被災地に届けます。

５月16日～28日（第二栗東なかよし作業所）
　「なかよし生活展」が開催され、利用者
の陶芸や刺し子など約300点が展示されま
した。「作品を身近なものとして楽しんでほ
しいと企画しています。障がいがある人た
ちの素晴らしい力を多くの人に伝えること
ができれば」と支援専門員の池谷正晴さん。

く
り
ち
ゃ
ん
も
栗
東
ス
テ
ー
ク
ス
で
市
を
Ｐ
Ｒ

ハ
ナ
モ
モ
満
開
の
コ
ン
サ
ー
ト

４月 24 日（下戸山地域）
　「第３回はなもも市」が開催されまし
た。今回から、各ブースには下戸山産・
栗東産の農産物であることを示す札が
かけられ、何に地元産の食材が使われ
ているかを分かりやすく表示。顔の見
える生産者から直接買うことのできる
マルシェは大好評に終わりました※。

地産地消の
下戸山マルシェ

※大宝神社例大祭、はなもも市、はなももロードやコンサートの様子は市ホームページの
「元気創造動画」「栗東かわら版」で映像配信しています。合わせてご覧ください。
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フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス

５月2日（市役所）
　草津栗東交通安全協会治田西支部の主催により、毎年恒例
となった交通安全教室「こどもの日作戦」が行われました。
警察官の制服姿になった治田西幼児園の５歳児が、来庁者に
交通安全を啓発。「ぼくたち、わたしたちを交通事故から守っ
てください」と呼びかけながら、自分が描いたチラシとミニ
こいのぼりを手渡しました。

交通事故から守ってね

５月４日（大宝神社）
　ゴールデンウィークは、市内各地域で祭りが行われま
した。大宝神社の例大祭では、市民皆さんの力により、
83年振りにサンヤレ踊りが復活。例大祭は、７年に一度
の大渡しの年となり、女性による華やかな「さつきみこ
し」などに加え、綣・小平井・霊仙寺地域の宮座行列が
あり、例年以上に活気あふれる祭りとなりました※。

活気あふれる例大祭
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平成17年に結成された、市内在住
の障がい児・者と保護者による会。
子どもたちは劇やダンスに取り組
み、保護者は子どもたちが地域で
幸せに暮らしていけるようにサポ
ート。６月26日、これまでの「あ
りがとう」を込めた感謝祭が開か
れる。

座☆ポップコーンS

■
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

障
が
い
児
の
余
暇
充
実
を
目
指
す

「
サ
マ
ー
ホ
リ
デ
ー
」。
こ
こ
で
活
動
す

る
保
護
者
で
構
成
さ
れ
る
「
栗
東
市
障

害
児
サ
マ
ー
ホ
リ
デ
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親
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会
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皆

さ
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当
時
の
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庭
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福
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児
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す
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連
携
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本
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創
設
し
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り
っ
と
う
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ン
バ
ル
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金
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協

働
事
業
の
一
つ
と
し
て
平
成
17
年
か
ら

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
座
☆
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
Ｓ
」
の
「
座
」
は
「
一
座
」

を
意
味
し
、「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
よ
う

に
個
性
が
弾
け
て
ほ
し
い
」
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
現
在
の
活
動
内
容

　

メ
ン
バ
ー
は
、
高
校
３
年
生
か
ら
28

歳
ま
で
の
９
人
。
月
２
回
、
週
末
に
集

ま
り
、
講
師
３
人
の
指
導
の
も
と
で
、

ダ
ン
ス
を
中
心
に
し
た
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
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今
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「
り
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と
う
市
民

夏
ま
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栗
東
市
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会
福
祉
大
会
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大
宝
西
ふ
れ
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い
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放
文
化
祭
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な

ど
に
出
演
。
全
国
規
模
の
大
会
で
ダ
ン

ス
を
披
露
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
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平

成
27
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度
に
は
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優
良
福
祉
団
体
と
し

て
、
栗
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
表

彰
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け
ま
し
た
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現
在
は
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６
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の

感
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祭
に
向
け
、
４
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か
ら
計
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回
の

練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
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結
成
か
ら
10
年
あ
ま
り
、
楽
し
い

こ
と
を
第
一
に
活
動
し
、
メ
ン
バ
ー

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
親
同
士
の
つ

な
が
り
も
深
ま
り
ま
し
た
。
い
つ
も

素
敵
な
衣
装
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作

っ
て
く
だ
さ
る
人
、
毎
回
あ
た
た
か

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
人
な
ど
、
多

く
の
人
々
に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が

ら
活
動
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続
い
て
い
ま
す
。
一
つ
の

節
目
と
し
て
、
今
ま
で
私
た
ち
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
「
活
動

の
成
果
と
メ
ン
バ
ー
の
成
長
を
見
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、

「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を
込
め

た
感
謝
祭
を
行
い
ま
す
。

　

構
成
は
全
９
曲
で
、
最
後
の
曲
は

手
話
も
織
り
交
ぜ
ま
す
。
10
年
を
重

ね
た
「
座
☆
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
Ｓ
」
の

今
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
の
で
、

楽
し
み
に
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。感謝祭に向け、練習も気合いが入ります。

新しいメンバーも募集中です。

ポップコーンのように、個性 弾けて心に届け！

６月 26 日㈰ 13:30 ～
なごやかセンターにて
※入場無料
問山下 ☎ 553-9048


